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衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に

関
す
る
法
律
案
」
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。
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衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確

保
に
関
す
る
法
律
案
」
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

我
が
国
の
領
土
、
領
海
、
領
空
に
対
す
る
も
の
で
は
な
い
攻
撃
で
、
公
海
上
に
あ
る
我
が
国
の
艦
船
に
対
す
る
も
の
は
、

状
況
に
よ
っ
て
は
、
今
国
会
に
提
出
し
て
い
る
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安

全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
案
（
以
下
「
法
案
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
号
の
「
我
が
国
に
対
す
る
・
・
・
武
力
攻
撃
」
に

該
当
し
得
る
と
考
え
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
特
定
の
事
例
が
我
が
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
状
況
に

応
じ
て
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
。

二
に
つ
い
て

「
個
別
の
法
制
」
と
は
、
法
案
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
態
対
処
法
制
と
し
て
整
備
さ
れ
る
個
別
の
法
制
の
こ

と
で
あ
る
。
個
別
の
法
制
に
お
い
て
は
、
武
力
攻
撃
か
ら
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、
又
は
武
力
攻

撃
が
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
に
お
い
て
当
該
影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
、
武

一



力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
自
衛
隊
が
実
施
す
る
行
動
が
円
滑
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
た
め
の
措
置
そ
の
他
の

武
力
攻
撃
事
態
を
終
結
さ
せ
る
た
め
の
措
置
及
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
が
実
施
す
る
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の

間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
（
昭
和
三
十
五
年
条
約
第
六
号
）
に
従
っ
て
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
行

動
が
円
滑
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
措
置
が
適
切
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
、
形
式
、
名
称
等
は
、
今
後
の
検
討
の
結
果
に
よ
る
。

指
定
公
共
機
関
の
指
定
の
対
象
と
な
る
公
益
的
事
業
を
営
む
法
人
の
範
囲
は
、
個
別
の
法
制
に
お
い
て
、
指
定
公
共
機
関

に
実
施
を
求
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
対
処
措
置
の
具
体
的
な
内
容
が
法
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。
具
体
的

な
指
定
公
共
機
関
は
、
当
該
個
別
の
法
制
の
成
立
以
後
に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

法
案
は
、
憲
法
第
九
条
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
政
府
の
見
解
を
前
提
と
し
て
立
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
お
尋

ね
の
「
自
衛
隊
の
行
動
の
地
理
的
範
囲
」
の
限
度
に
つ
い
て
は
、
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び

に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
案
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
平
成
十
四
年
五
月
三
十
一
日
提
出
質
問
第
八

八
号
。
以
下
「
前
回
主
意
書
」
と
い
う
。
）
二
の
�
及
び
三
の
�
の
（
�
）
に
お
い
て
お
示
し
の
、
憲
法
第
九
条
の
下
で
我

二



が
国
が
自
衛
権
の
行
使
と
し
て
我
が
国
を
防
衛
す
る
た
め
必
要
最
小
限
度
の
実
力
を
行
使
す
る
こ
と
の
で
き
る
地
理
的
範
囲

に
関
す
る
政
府
の
見
解
で
述
べ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

前
回
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
四
年
六
月
十
四
日
内
閣
衆
質
一
五
四
第
八
八
号
）
の
三
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

で
お
答
え
し
た
「
防
衛
出
動
は
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
七
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
内

閣
総
理
大
臣
が
、
「
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
（
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
際
し
て
、
わ

が
国
を
防
衛
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
」
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
要
件
は
、
い
わ
ゆ
る

自
衛
権
発
動
の
三
要
件
と
同
じ
も
の
で
は
な
い
。
」
と
の
政
府
の
見
解
は
、
こ
れ
ま
で
も
衆
議
院
議
員
森
清
君
提
出
憲
法
第

九
条
の
解
釈
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
昭
和
六
十
年
九
月
二
十
七
日
内
閣
衆
質
一
〇
二
第
四
七
号
）
等
に
お
い
て

示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
七
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
く
防
衛
出
動
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
、

外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
（
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
際
し
て
、
我
が
国
を
防
衛
す
る
た

三



め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

自
衛
隊
法
第
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
防
衛
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
は
、
自
衛
権
発
動
の
三
要
件
（
�
我
が
国
に
対

す
る
急
迫
不
正
の
侵
害
が
あ
る
こ
と
、
�
こ
れ
を
排
除
す
る
た
め
に
他
の
適
当
な
手
段
が
な
い
こ
と
、
�
必
要
最
小
限
度
の

実
力
行
使
に
と
ど
ま
る
べ
き
こ
と
）
に
該
当
す
る
場
合
に
限
り
、
同
法
第
八
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
我
が
国
を
防
衛
す

る
た
め
、
必
要
な
武
力
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
、
防
衛
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
は
、
同
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ
、
公
共

の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
、
防
衛
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
自
衛
官
は
、
公
共
の
秩
序
の
維
持

の
た
め
行
う
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
警
察
官
職
務
執
行
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

百
三
十
六
号
）
第
七
条
及
び
自
衛
隊
法
第
九
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
衛
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
海
上
自
衛
隊
の
自

衛
官
は
、
公
共
の
秩
序
の
維
持
の
た
め
行
う
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
同
法
第
九
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
海

上
保
安
庁
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

四


